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▽
平
成
十
七
年
度
洞
爺
ふ
れ
あ
い

パ
ー
ク
の
利
用
実
績
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
洞
爺

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
の
運
営
に
つ
き

ま
し
て
は
、
四
月
二
十
三
日
よ
り

オ
ー
プ
ン
し
、
十
一
月
二
十
八
日

の
降
雪
ま
で
二
百
二
十
一
日
間
の

利
用
期
間
を
も
ち
ま
し
て
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
利
用
者
名
簿
に
記
載

し
て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
利
用
さ

れ
た
方
は
、
村
内
二
千
五
百
三
十

人
、
村
外
四
百
十
一
人
で
あ
り
ま

す
。
総
利
用
者
数
で
は
、
昨
年
に

比
べ
ま
す
と
十
四
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

▽
「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日
七

百
日
」
達
成
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
十
二
月
六
日
に
洞

爺
村
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日

七
百
日
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
こ
と

か
ら
、
達
成
の
栄
誉
を
称
え
、
北

海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
よ
り

洞
爺
村
交
通
安
全
村
民
運
動
推
進

委
員
会
に
対
し
て
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
の
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
の
高
ま
り
と
、
深
く
感

謝
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
記
録

達
成
は
、
ひ
と
つ
の
通
過
点
で
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
地
域
住
民

並
び
に
関
係
機
関
等
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
交
通
安
全
運
動

を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。

▽
寄
附
採
納
報
告
に
つ
い
て

洞
爺
温
泉
病
院
創
設
者
で
あ
り

病
院
の
名
誉
院
長
で
あ
り
ま
し
た

小
池
鎮
穆
氏
が
、
去
る
十
月
二
十

五
日
、
七
十
八
歳
で
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

札
幌
市
に
お
い
て
営
ま
れ
た
葬

儀
に
際
し
て
は
、
参
列
し
、
弔
意

を
表
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
（
十
二
月
十
三
日
）、

ご
遺
族
で
あ
り
、
医
療
法
人
社
団

洞
仁
会
洞
爺
温
泉
病
院
理
事
長
で

あ
り
ま
す
中
谷
玲
二
氏
が
役
場
に

来
庁
さ
れ
、「
故
人
の
遺
志
を
鑑
み
、

小
学
校
児
童
へ
の
図
書
購
入
の
た

め
に
、
寄
附
を
し
た
い
。」と
の
申

し
出
を
い
た
だ
き
、
多
額
の
金
員

を
賜
り
ま
し
た
。

二
点
の
応
募
が
あ
り
、
二
町
村
の

七
会
場
で
実
施
し
ま
し
た
住
民
投

票
を
踏
ま
え
、
最
終
選
考
候
補
作

品
十
点
の
中
か
ら
合
併
協
議
会
の

全
委
員
の
投
票
に
よ
り
、
洞
爺
湖

町
町
章
を
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
決

定
さ
れ
た
町
章
は
次
の
と
お
り
で

す
。

︵
２
︶
特
別
職
の
報
酬
額
に
つ
い
て

特
別
職
の
報
酬
額
に
つ
き
ま
し

て
は
、
特
別
職
報
酬
等
検
討
委
員

会
の
協
議
結
果
の
報
告
を
受
け
、

協
議
の
結
果
、「
新
町
の
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
が
設
置
さ
れ
、
新
た

村
で
は
、
あ
ら
た
め
て
故
人
の

ご
遺
徳
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
、

「
小
学
校
児
童
の
図
書
購
入
」の
た

め
に
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▽
主
要
事
業
の
発
注
状
況
に
つ
い

て
　

洞
爺
小
学
校
増
築
工
事
、
村
道

洞
爺
五
号
線
道
路
改
良
舗
装
工
事
、

洞
爺
村
役
場
前
庭
野
外
彫
刻
移
設

工
事
、
洞
爺
村
総
合
セ
ン
タ
ー
ア

ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
等
主
要
事
業

の
発
注
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

▽
虻
田
町
・
洞
爺
村
合
併
協
議
会

に
つ
い
て

第
十
四
回
虻
田
町
・
洞
爺
村
合

併
協
議
会
が
十
二
月
十
九
日
、
虻

田
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
協
議
事
項
に
つ
い
て

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

︵
１
︶
洞
爺
湖
町
の
町
章
に
つ
い
て

洞
爺
湖
町
町
章
の
公
募
に
つ
き

ま
し
て
は
、
全
国
か
ら
八
百
八
十

月別利用者内訳 （単位：人）

４月 ６２ １４ ７６
５月 ３８５ ５７ ４４２ （内４団体　１３３名）
６月 ３１２ ３２ ３４４ （内５団体　　９０名）
７月 ５２４ ９８ ２２ （内６団体　２６０名）
８月 ２０４ １６ ２２０ （内５団体　１３０名）
９月 ３９２ ７０ ４６２ （内９団体　１５０名）
１０月 ５５９ ９１ ６５０ （内３団体　２４０名）
１１月 ９２ ３３ １２５

計 ２，５３０ ４１１ ２，９４１ ４，５００
※　昨　年 ２，６４９ ７２９ ３，３７８ ５，０００

村内者数 村外者数 合　　計 利用推定者数 備　　考区分月

『
と
』
の
字
を
モ
チ
ー
フ
に

『
恵
み
の
洞
爺
湖
』
と
『
澄
み

き
っ
た
大
空
』
を
図
案
化
し
ま

し
た
。

雄
大
な
風
景
を
デ
ザ
イ
ン
に

取
り
入
れ
、
新
町
の
『
元
気
』

を
表
現
し
ま
し
た
。

っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
洞
爺
財
田
自
然
体
験
ハ

ウ
ス
は
、
四
月
よ
り
十
一
月
ま
で

の
間
に
約
七
千
人
の
来
館
者
が
あ

り
ま
し
た
。


